
卯
月
に

思
う

昔
か
ら
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
頃
は
な
か
な
か
そ
う
は
い
か

な
い
よ
う
で
す
。
筆
耕
中
の
今

日
４
月
１
日
の
最
高
気
温
は
７

℃
。
極
寒
を
思
わ
せ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
日
か
ら
令
和
７
年

度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
午
前
中

に
は
新
任
の
部
長
さ
ん
方
と
挨

拶
を
交
わ
し
「
ご
活
躍
を
」
と

激
励
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
移
動
の
あ
っ
た
知

事
部
局
部
長
級
１
９
人
の
う
ち

５
人
の
女
性
部
長
級
が
誕
生
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
要
職
を
歴
任

さ
れ
た
実
力
派
ば
か
り
で
今
後

が
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

皆
様
に
大
変
ご
心
配
い
た
だ

い
て
い
る
、
「
八
潮
の
道
路
陥

没
事
故
」
な
ど
県
政
の
課
題
は

尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
執

行
部
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
議
会

も
県
政
を
前
進
さ
せ
る
べ
く
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

２
月
定
例
会
報
告

前
年
度
比
５
．
２
％
増
の

超
大
型
予
算
で

持
続
可
能
な
発
展
を
！

令
和
７
年
度

当
初
予
算

過
去
最
大
規
模

一
般
会
計

県
議
会
２
月
定
例
会
は
２
月
１

９
日
に
開
会
し
、
前
年
度
比
５
．
２

％
増
と
な
る
令
和
７
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
（
２
兆
２
，
３
０
８

億
９
，
０
０
０
万
円
）
を
は
じ
め
、
令

和
６
年
度
２
月
補
正
予
算
等
を

議
決
し
、
３
月
２
７
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。

本
県
は
今
、「
人
口
減
少
・
超

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
」
と
「
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害

な
ど
へ
の
危
機
対
応
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
令
和
７
年
度
予
算
は
、

『
未
来
を
切
り
拓
く
、
歴
史
的

課
題
へ
の
挑
戦
』『「
日
本
一
暮
ら

し
や
す
い
埼
玉
」の
着
実
な
実
現
』

『
Ｄ
Ｘ
・
Ｔ
Ｘ
を
前
提
と
し
た
不

断
の
行
財
政
改
革
の
推
進
』を
基

本
方
針
に
、
歴
史
的
２
つ
の
課

題
に
敢
然
と
立
ち
向
か
い
、
持

続
可
能
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い

く
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
新
規
・
拡
充
事
業
は
、

◎
自
然
災
害
へ
の
備
え

・
通
信
機
能
の
強
化
や

治
水
対
策
の
推
進

・
橋
梁
の
耐
震
化
等

約
３
９
４
億
５
，
１
４
６
万
円

◎
警
察
活
動
の
強
化

・
警
察
官
を
１
７
５
人
増
員
、

サ
イ
バ
ー
空
間
対
策
を
強
化

約
４
億
９
０
０
万
円

◎
介
護
・
医
療
体
制
の
充
実

・
長
時
間
労
働
医
療
機
関
へ
の

医
師
派
遣
等

・
外
国
人
介
護
人
材
確
保

約
６
億
７
，
９
９
４
万
円

◎
保
育
士
の
確
保
・
定
着

・
就
職
準
備
金
の
拡
充

・
復
帰
・
復
職
の
サ
ポ
ー
ト

約
１
億
６
，
５
１
０
万
円

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

令和７年（２０２５年） チャレンジ通信 ８３号
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埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

幹
事
長

な
か
や
し
き
慎
一

●教育費は、教職員給与費や公立小中学校における1人１台端末整備にかかる市町村への

補助金など５，３４５億円を計上

●民生費は、市町村が行う介護給付や保育所等の運営費への負担金など４，６２１億円を計上

●諸支出金は、県税収入に伴う市町村への交付金や、他会計への支出金など３，９５４億円を計上

●県税収入は、個人県民税や法人二税など８，７９４億円を計上

●県債は、臨時財政対策債や緊急防災・減災事業債など１，６８７億円を計上

●国庫支出金は、義務教育費負担金や社会資本整備総合交付金など１，７７３億円を計上

●自主財源（県税、地方消費税清算金、他）は、１４，３７６億円（64.4％）

●依存財源（国庫支出金、地方譲与税、県債、地方交付税、他）は、７，９３３億円（35.6％）

最新情報はこちらから！

八
潮
道
路
陥
没
事
故
で

緊
急
要
望
、
補
正
予
算
を
議
決

１
月
２
８
日
に
八
潮
市
内
で
発
生
し
た

道
路
陥
没
事
故
を
受
け
、
自
民
党
議
員
団

は
１
月
２
９
日
に
大
山
忍
八
潮
市
長
と
と

も
に
、
「
人
命
救
助
を
最
優
先
で
対
応
を

進
め
る
こ
と
」
「
事
故
現
場
周
辺
の
速
や

か
な
安
全
確
保
、
復
旧
作
業
及
び
二
次
被

害
の
発
生
防
止
に
努
め
る
こ
と
」
な
ど
を

求
め
た
緊
急
要
望
書
を
大
野
元
裕
知
事
に

提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
２
月
定
例
会
で
は
事
故

の
復
旧
工
事
の
た
め
、
令
和
６
年
度
流
域

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
【
第
１
号
】

及
び
【
第
３
号
】
合
わ
せ
て
９
０
億
円

（
内
、
国
庫
補
助
金
が
４
５
億
円
）
を
議

決
し
ま
し
た
。

破損下水管周りへの鋼矢板の設置

第７５回
全国植樹祭 開催！
令和７年 ５月２５日（日）

主会場：秩父ミューズパーク

3月26日委員長報告で、５か年計画等

特別委員会委員長報告を行いました。

５か年計画等特別委員会委員長



道路

河川

令和６年度２月補正予算（国補正分） 一級河川元荒川

【概要】
◎R8年度以降の用地取得に向けた委託発注
◎用地測量実施範囲 約30ha
◎R6年度までに環境・地質調査や縦横断測量など
各種調査を実施済

路線名等 説明事業名

鎌塚鴻巣線(宮前） 自転車歩行者道整備費

行田蓮田線(郷地) 交通安全施設整備事業費

鴻巣羽生線(広田) 交通安全施設整備事業費

鎌塚鴻巣線(宮前)
社会資本整備総合交付金
(交通安全)事業費

鴻巣川島線(鴻巣立体) 道路改築費

鴻巣川島線(鴻巣立体) 橋りょう整備事業費

仲仙道線(雷電) 街路改良事業費

内田ケ谷鴻巣線 舗装道整備費

加須鴻巣線 舗装道整備費

加須鴻巣線 道路環境整備費

鴻巣停車場線 電線地中化(道路)整備費

鴻巣停車場線 道路構造物維持事業費

鴻巣川島線(糠田橋) 橋りょう修繕費

東松山鴻巣線(御成橋) 橋りょう修繕費

鴻巣川島線(糠田橋) 橋りょう補修事業費

鴻巣羽生線 舗装道整備費

元荒川 河川改修費

野通川 河川改修費

野通川 河川改修費(水辺)

元荒川 河川改修費(水辺)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

一昨年度末に中川・綾瀬川が「特定都市河川」に

指定され、さらに進捗が期待される本事業。ネイ

チャーポジティブ(自然再興)を掲げる県として
「底面利用」等も地権者の意見を聞き、市との連携も

深め取り組むよう指示している。



①④ 鎌塚鴻巣線（宮前工区） ② 行田蓮田線（郷地工区）※令和6年度2月補正予算あり

【事業の概要】
長さ＝２８０ｍ
幅＝７．５（１６．０）ｍ
委託・用地・補償

上尾道路延伸に

後れをとれない本

事業。用地買収・交渉

は必須要件。丁寧に進

めなければならない。

【事業の概要】 工事・用地・補償
長さ＝６９０ｍ

幅＝８．０（１５．０）ｍ

見通しの大幅な改善へ。

③ 鴻巣羽生線（広田工区）

【事業の概要】
長さ＝４６０ｍ
幅＝６．０（９．５）ｍ
委託・用地・補償

生活道路としての

安全性を確保へ。

⑤⑥ 鴻巣川島線（鴻巣立体） 【事業の概要】 委託
長さ＝６８０ｍ
幅＝１３．０（２７．０）ｍ

朝・夕の渋滞回避へ。

⑦ 仲仙道線（雷電工区）※令和6年度2月補正予算あり

【事業の概要】 工事
長さ＝１７０ｍ
幅＝６．０（１６．０）ｍ

朝夕の渋滞が頻

発する交差点。

事業完成を急がねば

ならない。

⑧ 内田ケ谷鴻巣線 ⑯ 鴻巣羽生線

【事業の概要】 舗装修繕 工事
長さ＝３００ｍ 幅＝６．５ｍ

⑨⑩ 加須鴻巣線（生出塚） 【事業の概要】
⑨舗装修繕
冠水対策
長さ＝１５０ｍ
幅＝７．５ｍ
工事

⑩側溝修繕工
長さ＝１２０ｍ
工事

地域要望の実現。

⑪⑫ 鴻巣停車場線

【事業の概要】 舗装修繕 工事
長さ＝３００ｍ 幅＝６．０ｍ

【事業の概要】
支障物件移設 補償

停車場線仕上げの事業。地域の皆様

へ(案)を提示し共に動き、また一つ

鴻巣の顔「駅前」が整っていきます。

１

１

２

２

⑬⑮ 鴻巣川島線（糠田橋）

【事業の概要】 橋りょう修繕工事
⑬支承修繕 修繕設計 委託・工事
⑮支承修繕 工事

⑭ 東松山鴻巣線（御成橋）

【事業の概要】 橋りょう修繕工事
橋面修繕 工事 舗装修繕（打ち替え）

吉見町側、橋の終わりの「段差解消」

対策も依頼済み。

⑰⑳ 一級河川元荒川 【事業の概要】
⑰ 河道整備工

工事

⑳ 河川管理施設修繕
委託

⑰護岸整備の延伸、
やっと渋井橋にたどり

着きます。 ⑳翌年度の整
備に向けた設計等の委託。

⑱⑲ 一級河川野通川

18

【事業の概要】
⑱ 河道整備工

工事
R7残土処分2,000㎥

⑲ 河川管理施設修繕
委託

適切な流量の確保に

向け、夏場の流水期

にえぐられたりした箇所

の整備などを実施。

19

17

20



令和７年（２０２５年） チャレンジ通信 ８３号

歴史的課題への挑戦

持続可能なまちづくりと経済成長の実現 《抜粋》

「渋沢MIX」におけるイノベーションの創出
・・・・・・・・３億９，５３７万２千円

一部新

サーキュラーエコノミー（CE）の推進
・・・・・・・・７億 ２３７万８千円

◆ リーディングモデルの構築
リチウムイオン電池広域回収・資源化モデルの構築

➣ 収集分別マニュアルの作成及び広報
➣ 安全な回収・運搬方法の検討

新出会い、つながり、共創する
イノベーション創出拠点

埼玉初！令和７年夏開設予定 ＠さいたま新都心
【設備】 ・コワーキングスペース・個別ブース

・ラウンジ・イベントスペース 等

◆ オープンイノベーションの創出・促進
➣ 中小企業等を対象とした意識醸成セミナー、ワークショップを実施

➣ 社会課題や企業課題を協業により解決する「共創プログラム」を実施

《
抜
粋
》

《
抜
粋
》

「こどもまんなか社会」の実現 《抜粋》

保育士の確保・定着・・１億６，５０９万６千円

新卒保育士の就職支援
・就職準備金貸付の拡充

➢２０万円コースに加え、新たに３０万円コースを創設

➢県外からの転居に10万円加算

保育士の復帰・復職のサポート
・保育士がこどもを預ける際の保育料を半額支援

➢支援期間を保育料無償化となる３歳児まで延長

新規拡充

拡

新

更なるＤＸの推進による県民サービスと生産性の向上 《抜粋》

ＤＸ・ＴＸによる行政の更なる生産性向上
・・・・・・・・１億２，７２７万６千円

◆ＴＸ2.0 タスク・トランスフォーメーションの強化

激甚化・頻発化する自然災害と新たな危機への強固な備え 《抜粋》

新規

自然災害への備え・・・・・・・・３３５億３，９４５万１千円

大規模災害時の通信機能の強化
・ インターネット環境を確保する

衛星通信機器を２７基導入

➣ 行政機関間の情報共有体制を維持

➣ 孤立集落の通信障害時にも活用

・ 平常時には設置訓練やイベント等で活用

新

新規拡充

流域治水対策の推進
・ 中川・綾瀬川緊急流域治水プロジェクトの推進

➢ 新方川で新たな調節池の整備に着手
にいがたがわ

➢ 既存施設の有効活用策の検討

拡

緊急性の高い防災・減災対策の強化
・ 橋りょうの耐震化、河川堤防の補強などを実施

令和６年度 134 億円 ➣ 令和７年度 254 億円（＋１２０億円）

拡

孤立集落となる可能性がある地域への対応
・・・・・・・・３億６，４００万円

・迂回路の無い県道の法面対策強化
➢落石防止柵・
変位観測装置の設置など
６市町２７箇所で実施（令和７～９年度）

災害時の道路閉塞による孤立集落の発生を防止

新規

一部新

特別支援学校の整備・１４億４，９６９万９千円

・障害のある児童生徒の教育環境の充実

一部新

令
和
７
年
度
当
初
予
算

主
な
施
策

「日本一暮らしやすい埼玉」の着実な実現

県民の暮らしの安心確保 《抜粋》

警察活動の強化
・・・・・・・・４億 ８９９万６千円

警察官の増員 全国最多

・ 全国４７６人の増員のうち、１７５人の増員

➢サイバー空間における対処能力強化

➢匿名・流動型犯罪グループに

対する戦略的な取締りの強化

新規拡充

拡

介護・医療体制の充実 《抜粋》

救急医療体制の強化
・・・・・・・・１億７，５６７万８千円

◆75歳以上の搬送困難患者の受入体制強化
・受入要請３回以内に受け入れるため体制確保
への補助

◆夜間の小児初期救急患者の受入体制整備
・ 22時から翌8時に受け入れを行う拠点医療
機関２か所の運営を補助

新規

《抜粋》

支え合い魅力あふれる地域社会の構築 《抜粋》

未来の県庁・新しい働き方の実現
・・・・・・・・１億２，１３４万１千円

・ 「未来の県庁の先行モデル」となる北部地域振興交流拠点
の基本計画の策定 （熊谷市）

・ DX等の社会変革を踏まえた
未来の県庁舎の再整備に向けた
基本構想・基本計画の策定
＜令和７～８年度＞

一部新

儲かる農林業の推進・・・・・６，６５８万５千円

◆地域農業の担い手確保 ・新たな担い手確保に向け、大規模農業法人などを誘致
➣ 規模拡大や県内への参入を支援

◆水稲のカメムシ類・高温被害への対策
・イネカメムシ対策として広域防除を推進➣地域で広域防除に取組む団体等の支援 ➣県内の防除受託体制を充足

・高温耐性新品種 えみほころ の速やかな導入 ➣栽培マニュアルの策定・現地実証 ➣種子生産体制の整備

儲かる農林業の推進 《抜粋》 新規

リチウムイオン電池

令和５年６月大雨時 新方川

落橋防止装置の設置

堤防天端の舗装

堤防法尻の保護

護岸の修繕

〈過去の特別支援学校整備例〉 〈県立川口特別支援学校校舎増築工事完成イメージ〉

大規模災害 通信障害時でもネット環境を確保

国

県

市町村

本部

支部 支部

災害対策本部 支部 孤立集落

DENTSU LIVE INC. ＆TAKEARCHITECTSCo., Ltd.（テイクアーキテクツ）

《
抜
粋
》

内観パース

被災事例

対策前 対策後

企業誘致セミナー


